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いつでも起こる想定外

今月の表紙

町内に古くから伝わる伝統行事は
数あれど、一際異彩を放つ「魚
島テンテコ踊り」。魚島の盆行事
を賑やかに締めくくりました。
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町長の独白

　よもやの集中豪雨での断水、、、こんな事態は誰一人とし
て予想していなかったはずです。地球規模の気象変動豪雨
とはいえ、それがわが町に降りかかる災難になるとは、た
だただ驚くばかりです。そういえば、ここのところ毎年の
ように打ち続く異常気象災害に改めて心構えの必要性を感
じた出来事でした。
　南海トラフ地震を想定した防災訓練にばかり注目がいっ
て、それ以外の災害に関しては殆ど無防備だったような気
がします。
　しかし、今回の一連の対策の中で、いろいろな問題点も
見えてきました。先ずは、災害の想定です。結論は、こち
らが想定した範囲の災害などない、ということです。机上
訓練をいくら繰り返したところで、災害現場は待ってくれ
ません。常にリアルタイムの進行形で進んでいきます。当
然、対応策も変化しなければならないわけです。
　その変化の把握と対応の切り替えをどうコントロールす
るかが問われています。アメリカがハリケーン・カトリー
ナの教訓をもとにタイムラインという防災システムを考案
し、日本にも導入されましたが、何故か日本のものは机上
の空論になりかかっているような気がします。行政組織の

在り方に起因しているのかもしれません。常に現場からの
視点が大切で、臨機応変が求められるため、上意下達で縦
割りの行政組織には馴染みにくいのかもしれません。
　みなさんの生活に対する考え方も、この辺りで少し変え
てみてはいかがでしょうか。蛇口を捻れば水が出てくると
いう常識は時として通用しなくなります。ある日突然、当
たり前の日常が変わってしまう、そんな想定外は、いとも
簡単に起こってしまうからです。
　だからと言って慌てふためくのではなく、冷静に現実を
見つめ、どうすればより良い選択の対応ができるか、周囲
を含めた知恵の共有が問われているのです。今回の井戸水
の融通やもらい湯、洗濯場の提供などは、地域の自助・共
助の典型だと思います。想定外には想定外の対応で臨むし
かありません。それを考える力 ( 知恵 ) が試されているの
です。
　酷暑の中、わずかの飲用水で乗り切った、みなさんの適
応力の高さに感謝いたします。これからも、どんな想定外
が待ち受けているかもしれません。しかし、今回の教訓を
糧に、「想定外、何するものぞ、、」という気概で臨んで欲
しいものです。よろしくお願いします。

上島町長　宮脇　馨

広報かみじま2018.9 2



ひめキュンフルーツ缶

島本陣岩城太鼓

岩城洋楽部

第
33
回
か
み
じ
ま

ふ
る
さ
と
夜
市

８
月
４
日（
土
）、
弓
削
港
ひ
だ
ま
り
公
園

周
辺
に
お
い
て
、「
第
33
回
か
み
じ
ま
ふ
る
さ

と
夜
市
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
の
他
、
40
の
夜
店
が
並

び
、
大
勢
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
の
は
約
１
３
０
０
発
の

花
火
。
訪
れ
た
人
た
ち
は
、
夜
空
を
彩
る
大

輪
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

間近で観る花火は迫力満点

ワクワクキッズ

人気者「かみりん」
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佐
島
暮
ら
し

で
佐島を拠点に
備長炭の炭焼き集団

瀬戸内備長炭生産組合
　左から岩本さん、馬木さん、
　藤田さん、白石さん

今も息づく懐かしさ
−時を超えて旅人を招く−

古民家ゲストハウス
「汐見の家」

 左から工藤さん(管理人)、
 西村さん(オーナー/東京在
 住)、富田さん(管理人)

　リノベーション（大規模改修）によりゲストハウスに生ま
れ変わった古民家に、西村さんの母方の旧姓をそのまま
屋号に用い「汐見の家」が開業したのは2年前。島なら
ではの季節に応じた暮らしと人付き合いは都会では望むべ
くもない豊かさ、魅力があるとのこと。それは連泊やリピー
トの利用者数でもわかりますが、さらに宿泊者のうち定住
を決意した方も数名おられるほどです。島暮らしの良さは
私たちにも、まだ再発見の余地があるのかもしれません。

　備長炭の材料となるウバメガシが豊富な瀬戸内。ここに目を
つけた組合長の馬木さんがゆかりの地、佐島で起業を決め、
以前からの仲間を誘い昨年6月に組合が誕生しました。
藤田さんが三大産地の一つ、高知で製炭業のノウハウを学ぶ
間、馬木さんが炭焼きや伐採林の用地の確保に奔走し、みん
なで作業場の造成、建築、窯づくりを協力して行い、今年6
月に火入れに漕ぎ着けました。窯の個性は十窯十色。窯の特
徴を見極め、瀬戸内のウバメガシにあった焼成を探りながら、
品質の向上に日夜励んでいます。新たに島の特産品の一つに
なるのも間近なことでしょう。

古民家で伝える島の魅力

　
こ
こ
数
年
、
Ｉ
タ
ー
ン
な
ど
で
佐
島
に
住
み
始
め
た
方
々
が
お
ら
れ
ま

す
。
島
の
景
色
や
人
情
に
魅
力
を
感
じ
た
り
、
仕
事
の
都
合
な
ど
定
住
の

理
由
は
様
々
で
す
が
、
共
通
し
て
い
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
業
態

を
起
業
し
て
い
る
こ
と
。
今
や
新
し
い
風
を
吹
き
込
み
、
都
市
と
地
方
の

橋
渡
し
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
月
は
そ
の
う
ち
の
四
組
の
方
々
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

第四の産地を目指して

夕食はシェアご飯
で賑やか。流し素
麺に子どもたちも
大はしゃぎ

温度、タイミング
を見極めて、少し
ずつ窯出し
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居心地の良い島で
くつろぎの空間島から島へ　通勤農家

book cafe okappa
　左から武田さん、鈴木さん

まるふ農園
　左から古川さん、藤巻さん

東京で見知らぬ２人を引き合わせたのは、誰あろう「汐見
の家」のオーナー、西村さん。暮らしにこだわる２人が瀬戸
内の島の居心地の良さに共感し、やがて意気投合して佐島
に移住することを決意するのに、さほど時間はかからなかっ
たそうです。そして昨年春に二人のおかっぱちゃんの島暮ら
しが始まりました。カフェの開業を目標にアルバイトをかけもち
し、旧保育所を自力で改修作業を続ける日々が続いていま
す。彼女たちならではのセンスが光るカフェのオープンは9
月を予定とのこと。

　まるふ農園では、平成24年に縁あって移住した古川さん、
藤巻さん夫婦が自然農法による野菜の宅配便、農家ご飯を
提供する食堂、農家民宿を営んでいます。来町時に農家を
目指していたわけではなく、家庭菜園をきっかけに食べ物の
こと、種のこと、自然のこと、それを取り巻く社会環境を考
えるようになり、弓削島に住み佐島の畑を借りて就農に至り
ました。少人数の家族と毎月のお付き合いを大事にして、
物事にきちんと向き合える生き方、働き方は効率を追求する
現代にあって、古くて新しい農業の手法かもしれません。

くつろぎのブック・カフェ　間もなく自然農法で人も土も元気に

ブックカフェへ
と生まれかわる

手つかずの遊
休農地が自然
農法で再生
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健康だより
　
脳
の
細
胞
が
障
害
を
受
け
、
認

知
機
能
が
持
続
的
に
低
下
す
る

「
認
知
症
」。
高
齢
化
が
進
み
、
認

知
症
に
か
か
る
人
は
、
年
々
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
２
０
２
５
年

に
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
５
人

に
１
人
が
認
知
症
高
齢
者
と
な
る

と
予
想
さ
れ
、
認
知
症
は
誰
も
が

か
か
る
可
能
性
の
あ
る
病
気
と
言

え
ま
す
。
認
知
症
は
、
進
行
す
る

病
気
だ
か
ら
こ
そ
、
早
期
の
発
見

と
適
切
な
治
療
、
ケ
ア
が
と
て
も

重
要
に
な
り
ま
す
。

家
族
が
つ
く
っ
た
「
認
知
症
」

早
期
発
見
の
め
や
す

　
認
知
症
の
早
期
発
見
に
は
、
家

族
な
ど
の
身
近
な
人
の
「
お
か
し

い
な
？
」
と
の
気
づ
き
が
と
て
も

大
切
で
す
。

　
左
は
日
常
生
活
の
暮
ら
し
の
中

で
、
認
知
症
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
言
動
を
「
家
族
の
会
」
の
会

員
の
経
験
か
ら
ま
と
め
た
も
の
で

す
。
医
学
的
な
診
断
基
準
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
暮
ら
し
の
中
で
の
目

安
と
し
て
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

認
知
症
は
早
期
発
見
、
早
期
対
応
・
治
療
が
大
切
‼

～
安
心
し
て
地
域
で
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
～

い
く
つ
か
思
い
当
た
る
こ
と
が
あ

れ
ば
、
一
応
専
門
家
に
相
談
し
て

み
る
こ
と
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

早
期
発
見
と
治
療
が
大
切
な

ワ
ケ

　
早
期
受
診
や
治
療
は
、
次
の
よ

う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

★
適
切
な
治
療
・
ケ
ア
に
よ
り
、

症
状
改
善
や
進
行
を
抑
え
ら
れ
る

★
本
人
や
家
族
が
病
気
を
理
解

し
、
今
後
の
方
針
や
支
援
す
る
体

制
を
余
裕
を
も
っ
て
、
整
え
ら
れ
る

★
家
族
自
身
が
知
識
や
関
わ
り
方

を
学
ぶ
き
っ
か
け
と
な
り
、
適
切

な
ケ
ア
が
行
え
る

★
相
談
で
き
る
場
が
で
き
、
心
理

的
な
負
担
軽
減
が
で
き
る

M
C
I
の
発
見
と
予
防
対
策

　
M
C
I
（
軽
度
認
知
障
害
）

と
は
、
認
知
症
と
診
断
さ
れ
る
前

段
階
で
、
物
忘
れ
な
ど
認
知
機
能

の
低
下
が
現
れ
て
い
る
状
態
で

す
。
い
わ
ゆ
る
認
知
症
予
備
軍
。

M
C
I
の
人
が
何
も
対
策
を
と

ら
ず
に
い
る
と
数
年
後
に
は
、
半

数
の
方
が
認
知
症
と
な
り
ま
す
。

M
C
I
の
段
階
で
発
見
し
、
日

常
生
活
の
中
で
、
予
防
対
策
を
と

れ
ば
、
発
症
を
防
ぎ
、
遅
ら
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

認
知
症
の
主
な
診
療
科

　
認
知
症
の
専
門
医
療
機
関
は
次

の
よ
う
な
診
療
科
に
な
り
ま
す
。

●もの忘れがひどい
□今切ったばかりなのに、電話の相手の名前
を忘れる
□同じことを何度も言う・問う・する
□しまい忘れ置忘れが増え、いつも探し物を
している
□財布・通帳・衣類などを盗まれたと人を疑う
●判断・理解力が衰える
□料理・片づけ・計算・運転などのミスが多
くなった
□新しいことが覚えられない
□話のつじつまが合わない
□テレビ番組の内容が理解できなくなった
●時間・場所がわからない
□約束の日時や場所を間違えるようになった
□慣れた道でも迷うことがある
●人柄が変わる
□些細なことで怒りっぽくなった
□周りへの気づかいがなくなり頑固になった
□自分の失敗を人のせいにする
□「このごろ様子がおかしい」と周囲から言
われた
●不安感が強い
□ひとりになると怖がったり寂しがったりする
□外出時、持ち物を何度も確かめる
□「頭が変になった」と本人が訴える
●意欲がなくなる
□下着を替えず、身だしなみを構わなくなった
□趣味や好きなテレビ番組に興味を示さなく
なった
□ふさぎ込んで何をするのも億劫がりいやがる
出典：公益社団法人認知症の人と家族の会作成

ま
ず
は
、
か
か
り
つ
け
医
や
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

 

●
物
忘
れ
外
来

 

●
精
神
科

 

●
老
年
科

 

●
神
経
内
科

 

●
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
の
配
置

　
上
島
町
で
は
、
地
域
や
家
族
等

の
相
談
を
受
け
、
認
知
症
が
疑
わ

れ
る
人
や
認
知
症
の
人
の
ご
自
宅

を
訪
問
し
、
初
期
対
応
と
し
て
、

自
立
し
た
生
活
の
サ
ポ
ー
ト
や
診

療
に
結
び
つ
く
よ
う
に
支
援
す
る

「
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」

を
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
設

置
し
て
い
ま
す
。
サ
ポ
ー
ト
医
、

保
健
師
、
社
会
福
祉
士
等
の
専
門

職
で
構
成
し
、
早
期
診
断
、
早
期

対
応
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

今月の担当
保健師
後藤恵理奈

家族がつくった
「認知症」早期発見のめやす
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9月 健康相談・各種教室・健診ガイド
★印は、健康ポイント10Ｐ獲得できます

はつらつ教室自主活動★
毎週月曜 13:30 ～ 14:30 生名保健センター
いきいき体操★
3日(月) 10:00 ～ 11:30 生名保健センター

10日(月) 10:00 ～ 11:30 生名保健センター
健康相談★
6日(木) 10:00 ～ 11:00 ３分団集会所

おたっしゃクラブ★
19日(水) 10:00 ～ 12:30 ３分団集会所
20日(木) 10:00 〜 12:30 西浦集会所
育MENクラブ★
25日(火) 10:00 ～ 11:00 生名保健センター

生名保健センター ☎７４‒０９１１

育児教室「まめちびクラブ」★
5日(水) 10:00 〜 11:30 せとうち交流館

健康相談★
11日(火) 10:00 〜 11:00 せとうち交流館
おたっしゃクラブ★
6日(木) 10:00 〜 12:30 下弓削中央集会所

12日(水) 10:00 〜 12:30 弓削開発総合センター
13日(木) 10:00 〜 12:30 久司浦集会所
26日(水) 10:00 〜 11:30 下弓削中央集会所
認知症予防教室★
4日(火) 13:30 〜 15:30 せとうち交流館

18日(火) 13:30 〜 15:00 せとうち交流館

健康相談★
12日(水) 9:00 ～ 10:30 高井神公民館
28日(金) 13:30 〜 16:00 魚島保健福祉センター

健康づくり教室「あおぞら」★
12日(水) 14:00 ～ 15:30 地域交流センター

魚島保健福祉センター ☎７４―１１２０

はつらつ教室自主活動★

毎週火曜 10:00 ～ 11:00 岩城保健センター１階
トレーニングルーム

５歳児健診

26日(水)  受付12:00〜
　または12:30〜 岩城保健センター

育児教室★
13日(木) 10:00 ～ 11:30 岩城保健センター
にこにこ広場★
6日(木) 14:00 ～ 16:00 北集会所

25日(火) 14:00 ～ 16:00 岩城開発センター
健康相談★
19日(水) 10:00 ～ 11:00 コミュニティセンター
21日(金) 10:00 ～ 11:00 長江公民館

岩城保健センター ☎７４―０７５５

元気アップ体操

ＣＡＴＶ11チャンネルで
13 時・18 時 放 映 中！

　以前と比べ、食べる量も動く量も変わらないの
に、太りやすくなったと感じていませんか？加齢
に伴い、筋肉量が減ったことにより、基礎代謝が
低下していることが原因かもしれません。面積が
大きい背中の筋肉を鍛えると、姿勢改善効果が期
待できるうえ、筋肉量を増やし基礎代謝を高める
効果もあります。筋肉量が多ければ、ジョギング
やウォーキングなどの有酸素運動の効果も高める
ことができますよ。

ータオル体操ー弓削保健センター ☎７７‒３７００

イスに座ってW背筋
1�タオルを持ち、バンザイをする（写真A）
2�４秒かけて腰から前屈をする（写真B）
3前屈したまま４秒かけて肩甲骨を寄せる
　ように頭の後ろにタオルを引きよせる（写
　真Ｃ）
4４秒かけてＢにもどる
5４秒かけてＡにもどる

10セット　１日３回LET'S TRY!

AC B
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役場各課紹介 / 島おこし協力隊活動報告

　こんにちは、島おこし協力隊の
西尾です。島へ来て間もなく半年
になりますが、まだ半年かと思う
ほどいろんな経験をしました。こ
れまでの生活では経験できようも
ない海の仕事、山の仕事に触れ、
定住へ向けた養蜂の知識をお手伝
いの中で学び、農家の方々と交流
しながら知識を習得して少しずつ
前進を感じています。
　日常業務では、佐島しまのひろ

　島での経験を糧に島おこし協力隊活動報告

一歩先行く情報化を推進

夕日に感動する日々
（佐島から生名、岩城を望む

こんにちは、広報情報課課長の蓼原です。
広報情報課の業務は次のような体制で上島町の情報推

進に取り組んでいます。

島
お
こ
し
協
力
隊

　
　
西
尾　
諭

一番の面白さであると思います。
　そして、活動してみての感覚で
すが、まだまだ本当に必要な活動
には達していません。本当に必要
なことは多分これじゃないよなぁ
と活動のたびに考えてしまいま
す。試行錯誤がこの先どう変化し
ていくか、挑戦していけたらと思
います。

ばの対応や観光 PR・町の魅力発
信業務などをしています。例えば、
しまのひろばについてはどのよう
な売り場レイアウトに整えるべき
かということを、居心地の良さ、
買い物のしやすさ、清潔さなどか
ら考えて整えています。また、観
光 PR については、瀬戸内の島へ
遊びに来られる方が上島町を選ん
で下さるきっかけとして、どのよ
うな広告に訴求力が備わるか、世
間が求める離島の魅力とは何か、
上島町では何ができるか、そのよ
うなことを複合的に考え、常に活
動にメスを入れながら行動したい
と思っています。いずれの活動に
もすごく感覚的なことが多く、正
解も模範もない中でより良く整え
ていく楽しさには課題解決とはま
た違った感覚があり、この業務の

役場
各課
紹介

課長 課統括 １名

広報広聴係 広報紙制作
各地区要望・懇談会等の調整

２名
(兼務1名)

情報推進係 情報化の推進
各種統計調査 ２名

CATV係 行政に関する番組制作・放送 ５名

　なお、統計調査としては今年10月には「住宅・土地統計
調査」が実施されますので、調査対象となる世帯におかれ
ましては、お手数をおかけしますが、ご協力のほどお願いい
たします。
　上島町の情報通信の環境は、平成22年度に、弓削・生
名・岩城地区への光ケーブル敷設により、超高速ブロード

バンド基盤を整備、また平成29年度には、魚島地区
の家庭にも光ケーブルが通じ、これで町内全域に同等
のインターネット等の利用ができる体制が整っています。
　これにより、様 な々分野の方 と々連携を深め、サービ
ス提供を進めるとともに、各課における政策や問題解
決、さらには庁内の情報システムの最適化やセキュリ
ティ強化を図って行きたいと考えています。

広報情報課
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LETTERS FROM SCHOOL 

ホ
ン
ダ
エ
コ
マ
イ
レ
ッ
ジ
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
準
優
勝

ホンダエコマイレッジチャレン
ジ 2018 で準優勝
　6 月 9 日（土）に三重県鈴鹿
サーキット場で開催されたホンダ
エコマイレッジチャレンジ 2018
で、電子機械工学科の二輪車チ
ームが見事準優勝しました。

　この大会は、速さではなく 1
リットルのガソリンで何キロメ
ートル走行できるかという、マ
シンの燃費性能を競う、新しい
モータースポーツです。

　本校の成績は 1 リットル換
算で 180 キロメートルという
好成績でした。今後も、本校で
は、このような様々な大会にチ
ャレンジする予定です。

ベトナムインターナショナルス
クールの生徒と国際交流
　6 月22日( 金 )にベトナムイン
ターナショナルスクールの生徒 23
名と教員等 3 名が来校し、本校の
学生と国際交流を行いました。
　まず商船学科 4 年生が 5 つ
のグループに分かれ、校内見学
カレッジツアーを行いながら交
流しました。
　その後アセンブリホールにて
電子機械工学科 1 年生も合流

し、本校の学生がベトナム人生
徒を英語で紹介するという他者
紹介の形で交流を深めました。
　最後にみんなでソフトボール
を楽しみました。ベトナム人生
徒はソフトボールを全くしたこ
とがなくルールからの説明でし
たが、天候もよく楽しい声が響
き渡っていました。
　本校の学生も積極的に話しかけ
てコミュニケーションを取り、双方
にとって楽しい時間となりました。

体
験
入
学
会
を
実
施
し
ま
し
た
！

弓削高等学校 http://ehm-yuge-h.esnet.ed.jp/

弓削商船高等専門学校 http://www.yuge.ac.jp/

弓削高校体験入学会開催！
　７月 23 日( 月 ) に弓削高等学
校体験入学会を実施しました。
弓削中学校や岩城中学校の３年
生だけでなく、因北・因島南中
学校からも応募があり、37 名
が参加してくれました。本校生
徒が運営する体験入学実行委員
会が学校紹介のスライドを作成
し、弓削高校の魅力をアピール
することができました。

　全体会の後は、国語・数学・
理科の授業体験を行いました。
　国語の授業では想像力を働かせ

て漢字を読む活動を行いました。

　数学の授業では「論理的思考
力の育成」をテーマに、かぶっ
ている帽子の色を当てる活動を
行いました。

　理科の授業では「どっちの氷
が早く溶けるのか」をテーマに
実験を行いました。

　今年度全国募集を始めるため、弓
削高校は下宿先や食事の提供をして
いただける方を探しています。心当た
りがある方は弓削高校教頭大塚(77-
2021)までご連絡ください。

　各部の活動体験も行い、中学
生に弓削高等学校の魅力をアピ
ールできた１日になりました。来
年度の入学をお待ちしています。
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ALT コーナー /観光協会だより

弓削	月	19:30 ～ 	弓削地域交流センター
生名	月	 9:00 ～ 	３分団集会所
岩城	木	20:00 ～ 	岩城総合支所庁舎
魚島	水	19:30 ～ 	魚島開発総合センター

英会話教室

今月の担当ALT
　ダベンポート
　・マイケル

　「あついね！」これはもう何回聞
いたでしょうか。今年の夏は特に暑
いと思います。だれかがいつも僕に
聞いてくるのは「オーストラリアと
日本はどっちが暑いの？」。それは
難しい質問ですね。僕は日本にいる
時には、日本の夏しか考えられない
です。オーストラリアの夏をあまり
覚えていません。ちょうどお盆の頃
に、韓国から帰ってきました。韓国
も暑いはずなのに、僕の想像より暑
くなかったので、とてもいい旅行を
過ごすことが出来ました。僕は韓国
語をぜんぜん喋れないので、観光客
の気分を味わいました。
　話題を変えまして、大変だったこ
とをちょっと話したいです。７月に
上島町は断水がありましたね。僕に
とっては初めての、こんなに長期間

水が出ないことを体験しました。み
んなに、とても大変だと伝えたのは
言うまでもありません。でも、上島
町以外ではもっと悪いことが起きて
いました。自然災害が発生した時に
日本人が復旧のために協力する姿を
見ることができました。復旧に長期
間かかる被害がなかったので、僕は
本当に感謝しています。そして皆さ
んお疲れ様でした。
　最後に明るいことを話します。僕
は上島町に来て、ちょうど２年間が
経ちました。まだ、一番初めの広報
を書いていた時のことを覚えていま
す。上島町で、英語を教えることは
とても楽しいです。たくさんの元気
な生徒（大人と子供の両方）と優し
い同僚がいて、とてもありがたいで
す。僕の行っている学校で、子供た

ちの名前を暗記できたことは自慢で
きます。みんなの名前を覚えるには
一年かかりましたが、いつまでも覚
えています。そして、英会話教室に
もっとたくさんの人が来ることを願
っています。年齢は問いません。若
者もお年寄りの方もみんなに英語を
勉強してほしいです。
　じゃ、９月から来てください。首
を長くして待っています。

暑かった今年の夏双
葉
文
芸
【
岩
城
】

韓国旅行より
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ビ
ル
谷
間
窓
に
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し
て
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佐　
幹
男

し
ず
か
さ
や
湖
面
に
映
る
雲
の
峰

田
中　
華
丘

雲
の
峰
B
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は
忘
れ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
白
石　
勇

も
く
も
く
と
旬
心
湧
き
ぬ
雲
の
峰

山
元　
征
子

入
道
雲
不
戦
の
空
を
押
し
上
げ
て

美
濃
部
妃
苗

愛
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良
く
話
題
の
尽
き
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心
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七
重

双
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芸
【
岩
城
】

KAMIJIMAKITCHEN / 上島の文芸

涼
を
よ
ぶ
五
感
満
足
夏
料
理森

本　
伸
子

W
杯
心
機
一
転
雲
の
峰

古
林　
幹
枝

雲
の
峰
押
し
出
て
来
た
る
燧
灘森

本　
和
佳

切
絵
め
く
石
鎚
連
峰
雲
の
峰田

名
後
篁
雨

帝
釈
峡
水
を
湛
え
て
冷
奴

幸
本　
孤
燈

大豆といりこの揚げ煮

●作り方

●材料（４人分）
大豆の水煮・ 120g
片栗粉・・・・ 適宜
油・・・・・・ 適宜
いりこ・・・・・ 16g
砂糖・・・大さじ１強
みりん・・・・小さじ１

1　�大豆は片栗粉をまぶし、粉をよく落として
から油でからっと揚げる。

2　いりこは素揚げにするか、フライパンや
オーブンで乾煎りする。
3　�調味料を合わせて煮立て、1、2を一気に

入れて手早く混ぜ、火を止める。
　　�調味料が少ない場合は、水を少量加え、

煮詰めてから混ぜ合わせる。

給食で人気の一品です。ゴマや青のりを最後
にからめてもおいしいですよ！

醤油・・・・小さじ１
水・・・・・・ 少量

K A M I J I M A K I T C H E N

　各地域の特色を自動車に施す、地方版図柄入り
ナンバープレートの交付を１０月１日（月）から
開始します。愛媛県の図柄はみきゃんがモチーフ
です。取得方法等、詳しくは県ＨＰで「みきゃん
ナンバー」を検索してください。
●問い合わせ
　県地域政策課　☎︎ 089-912-2235

地方版図柄入りナンバープレートの
交付開始について



 の被害対策について

しまなみ
農業だより

⑴ 

生
態

【
生
活
】　
本
来
は
昼
間
活
発
に

行
動
。
人
間
を
恐
れ
日
没
か
ら

夜
間
に
行
動
。

【
行
勤
】　
行
動
範
囲
は
数
km
四

方
で
、
定
着
と
移
動
を
繰
り
返

す
。
海
を
数
km
泳
ぐ
こ
と
も
。

【
食
性
】　
雑
食
性
。
人
間
の
食

べ
物
は
全
て
食
べ
る
。
秋
の
ド
ン

グ
リ
は
大
好
物
。

【
集
団
】　
オ
ス
は
単
独
生
活
。

メ
ス
は
子
供
や
姉
妹
と
群
れ
を

作
る
。
オ
ス
は
交
尾
期
に
群
れ

に
入
り
、一夫
多
妻
制
。

【
繁
殖
】　
交
尾
期
は
年
に
1
回

で
、
12
月
～
2
月
頃
：
出
産

は
4
月
～
6
月
頃
。
メ
ス
は
2

歳
で
初
産
を
迎
え
、
5
頭
前
後

2 

主
な
対
策

3 

イ
ノ
シ
シ
に
出
会
っ
た
ら

１ 

イ
ノ
シ
シ
の

　
　
生
態
と
特
徴

イ ノ シシ

●
耕
作
地
や
住
宅
周
辺
の
草
刈

り
を
し
ま
し
ょ
う
。

•

雑
草
が
茂
れ
ば
、
獣
の
侵
入

経
路
や
隠
れ
場
所
に
な
り
ま
す
。

•

山
際
等
の
草
木
の
伐
採
や
下

草
刈
を
行
っ
て
、
鳥
獣
が
出
没

し
に
く
い
環
境
を
作
り
ま
し
よ

う
。⑵ 

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ

●
結
束
線
は
腐
食
に
強
い
ス
テ

ン
レ
ス
製
が
良
い
。

●
つ
な
ぎ
目
、
地
際
を
掘
り
返

さ
れ
な
い
よ
う
に
、
し
っ
か
り
と

固
定
。

●
地
形
の
凸
凹
に
台
わ
せ
で
隙

間
な
く
張
る
。

●
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
の
横
筋
は

圃
場
側
に
す
る
。

⑶ 

電
気
柵

●
皮
膚
は
電
気
シ
ョッ
ク
が
効
か

な
い
の
で
、
確
実
に
鼻
に
当
た
る

よ
う
に
柵
線
を
設
置
。

●
柵
線
の
高
さ
は
、
絶
え
ず
20

㎝
、
40㎝
を
保
持
す
る
。

●
地
形
の
凸
凹
に
あ
わ
せ
て
、

支
柱
を
追
加
す
る
。

●
碍
子
は
外
側
で
、
支
柱
と
柵

線
は
接
触
さ
せ
な
い
。

●
草
刈
等
を
励
行
し
、
漏
電
を

防
ぐ
。

⑴ 
静
か
に
そ
の
場
を
離
れ
ま

し
ょ
う
。

●
背
中
を
見
せ
ず
に
ゆっ
く
り

●
あ
わ
て
て
急
に
走
り
だ

し
た
り
す
る
と
、
イ
ノ
シ

シ
を
興
奮
さ
せ
て
危
険
で

す
。⑵ 

威
嚇
し
た
り
、
追
い

払
っ
た
り
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
。

●
大
声
を
出
し
た
り
、
物

を
投
げ
た
り
し
て
、
イ
ノ

シ
シ
を
刺
激
し
興
奮
さ
せ

る
と
、
人
を
襲
う
可
能
性

が
あ
り
非
常
に
危
険
で

す
。

●
次
の
よ
う
な
場
合
は
イ

⑴ 

集
落
環
境
の
整
備

●
餌
付
け
に
な
る
こ
と
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

•

農
作
物
や
野
菜
ク
ズ
等

を
農
地
に
捨
て
な
い
。

•

自
家
用
の
野
菜
や
果
実

は
全
て
収
穫
し
ま
し
ょ
う
。

•

お
墓
の
お
供
え
物
も
、

餌
付
け
と
同
じ
な
の
で
、

家
に
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

を
出
産
。
自
然
界
で
の
寿
命
は
、

オ
ス
で
6
歳
、
メ
ス
で
10
歳
程

度
。

⑵ 

特
徴

●
き
わ
め
て
警
戒
心
が
強
＜
、

臆
病
。
安
全
な
場
所
で
は
大
胆

に
行
動
。

●
学
習
能
力
は
高
く
、光
や
音
、

に
お
い
な
ど
に
よ
る
忌
避
効
果
は

一時
的
。

●
ジ
ャ
ン
プ
カ
は
最
大
１
２
０

ｃｍ
。

●
嗅
覚
は
犬
並
み
、
鼻
は
70
kg

程
度
の
も
の
を
持
ち
上
げ
る
。

●
柵
等
の
障
害
物
が
あ
る
と
飛

び
越
え
る
よ
り
、
潜
り
こ
む
こ

と
を
す
る
。

ノ
シ
シ
が
興
奮
し
た
状
態
で
襲
っ

て
く
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、

特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

•

イ
ノ
シ
シ
が
怪
我
し
て
い
る
。 

•

イ
ノ
シ
シ
が
犬
に
追
わ
れ
て
い

る
。 

•

発
情
期
（
晩
秋
か
ら
冬
）
や

分
娩
後
（
4
月
か
ら
6
月
は
出

産
時
期
）
で
攻
撃
的
に
な
って
い

る
。

•

犬
を
連
れ
て
い
る
場
合
、
犬
と

飼
い
主
を
敵
と
判
断
し
襲
っ
て

く
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

と
後
退
し
、
静
か
に
そ
の
場
を

離
れ
ま
し
ょ
う
。
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消 防 だ より

平成30年７月出動件数

（平成30年７月31日現在）

火災・救急・救助は

上島町消防署 ☎77-4118

地区 弓削 生名 岩城 魚島 合計 H30累計
火災 1 ０ 1 ０ ０ 3
救急 27 15 14 2 58 290

　7 月から 8 月の 3 日間で、町内の各保
育所において、第 2 回幼年消防クラブが
行われました。園児達は花火使用時の注意
点について消防職員の話を真剣に聞き、防
火 DVD により火災の恐ろしさを学びまし
た。また、消火器の取扱い体験では歓声を
あげながら楽しく学習することができまし
た。

花火の取扱い学習（弓削保育所）

防火DVD鑑賞（岩城保育所）

消火器の取扱い体験（生名・魚島保育所）

　｢救急の日｣ は、救急医療及び救急業務に対する正し
い理解と認識を深め、かつ、救急医療関係者の意識の高
揚を図ることを目的とし、毎年 9 月 9 日を ｢救急の日｣
と定めています。また、この日を含む 1 週間を ｢救急
医療週間｣ としています。
　｢救急の日｣ を機会に、配備にも限りがある救急車の
利用や救急医療について考えて見ましょう。皆さん自身
の安心のために、｢救急車の適正利用｣ をお願いします。

　消防本部では、AED を用いた心肺蘇生法や身近な物
を使用した救護法や搬送法などが学べる各種講習会を行
っています。少人数からでも受け付けておりますので、
お気軽に消防本部までご連絡下さい。
○救命基礎講習（1 時間から 1 時間 30 分）
○普通救命講習（3 時間）
○上級救命講習（8 時間）
※ 受講者の要望に応じて講習内容を検討します。

平成 30 年度全国統一防火標語
「忘れてない？ サイフにスマホに 火の確認」

９月９日は『救急の日』

救命講習を受けてみませんか？

第２回　幼年消防クラブ
〜火の恐ろしさを学ぼう〜

　
今
年
の
夏
は
全
国
的
に
う
だ
る
よ
う
な
暑

さ
が
続
き
ま
し
た
が
、
消
防
署
で
は
、
真
夏

で
も
火
災
出
動
に
備
え
、
防
火
着
を
着
装
し

て
の
警
防
訓
練
（
放
水
訓
練
）
を
定
期
的
に

実
施
し
て
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
、
こ
の
よ
う

な
訓
練
を
行
う
こ
と
で
、
暑
熱
順
化
（
暑
さ

に
対
応
す
る
能
力
）
を
高
め
、
暑
さ
に
耐
え

抜
く
身
体
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

真
夏
の
警
防
訓
練　
　

放水訓練

屋内検索

《 8月の警防訓練状況 》
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お知らせ

因島南IC

向島IC

生口島北IC
因島北IC

生口島南IC大三島IC

伯方島IC

大島北IC
大島南IC

今治北IC
今治IC

規制区間
今治 IC〜因島北 IC

今治ＩＣ 因島北IC西瀬戸自動車道／上下線とも
　
「
サ
イ
ク
リ
ン
グ
し
ま
な
み

２
０
１
８
」
の
開
催
に
伴
い
、
10

月
28
日(

日)

午
前
６
時
か
ら
正

午
ま
で
の
間
、
西
瀬
戸
自
動
車
道

（
瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道
本
線
）

が
今
治
I
C
か
ら
因
島
北
I
C

ま
で
上
下
線
と
も
通
行
止
め
と
な

り
ま
す
。

　
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す

が
、 

当
日
の
車
両
利
用
は
ご
遠
慮

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
車
両
を
ご
利
用
さ
れ
る

場
合
は
、
迂
回
路
（
瀬
戸
中
央
自

動
車
道
、
神
戸
淡
路
鳴
門
自
動
車

道
）
ま
た
は
臨
時
フ
ェ
リ
ー
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
臨
時
フ
ェ
リ
ー

の
詳
細
は
広
報
か
み
じ
ま
10
月
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
原
付
道
及
び
自
転
車
歩

行
者
道
は
、
通
常
ど
お
り
通
行
で

き
ま
す
。

※ 

因
島
北
I
C
で
は
、
上
り
線

（
広
島
方
面
へ
）
の
乗
車
、
下
り

線
（
広
島
方
面
か
ら
）
の
下
車
は

可
能
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
サ
イ
ク
リ
ン
グ

し
ま
な
み
２
０
１
８
実
行
委
員
会

☎︎
０
８
９
８–

２
３–

２
８
７
０

瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道
通
行
止
の
お
知
ら
せ

１０月２８日(日) 午前６時〜正午(6時間)

！

　このたび、( 一財 ) 自治総合センターの宝くじ助成事
業により、下弓削地区がアンプやミキサー、スピーカー
等の音響設備とポータブルステージを購入しました。今
後、伝統行事やイベントなど、各種催事への貸出が行わ
れ、地域のコミュニティ活動に活用されます。

下弓削地区に音響設備等を整備 ！
宝くじ助成事業

【音響設備】
　 ●ミキサー卓（1）　●スピーカー（2）
　 ●スピーカースタンド（2）　●スピーカーケーブル（4）
　 ●パワーアンプ（1）　● CD プレイヤー（1）
　 ●コンプレッサー（1）　●マルチプロセッサー（1）
　 ●マイク（10）　●マイクスタンド（10）
　 ●コネクタボックス（2）　●マルチケーブル（1）
　 ●マイクケーブル（10）　●接続ケーブル（各種）
　 ● DVD プレイヤー（1）　●液晶モニター（1）
　 ●変換コネクタ（各種）　●ラックケース（2）
【ポータブルステージ】（4）

10/28
(日)

　総務省統計局（上島町）では、10 月１日現在
で住宅・土地統計調査を実施します。
　この調査は、住生活に関する最も基本的で重
要な調査で、全国約 370 万世帯の方々を対象
とした大規模な調査です。
　今回の調査では、住宅数や国民の居住状況だ
けでなく、①「高齢化社会を支える居住環境」、
②「耐震性・防火性等の住宅性能水準の達成度」、
③「土地の利用状況」のほか、「空家等対策の推
進に関する特別措置法」が施行されたことにより

「空き家の実態」を把握することをねらいとして
います。
　調査期間中、統計調査員が調査書類を配布いた
します。調査への回答は、インターネットでの回答
又は紙の調査票での回答をお願いします。

平成30年住宅・土地統計調査のお知らせ
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お知らせ

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
詳
し

く
は
、
教
育
委
員
会
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

●
申
込
先　
教
育
委
員
会
（
弓

削
）、
各
支
所
教
育
委
員
会
、

各
小
・
中
学
校

●
受
付
期
間　
９
月
３
日
～
12
日

●
主
な
支
援
内
容　
環
境
整
備

支
援
、
学
校
生
活
支
援
、
学
習

活
動
支
援
、
安
全
対
策
支
援
等

●
登
録
期
間　
２
０
１
８
年
10

月
1
日
～
２
０
１
９
年
９
月
30
日

●
問
い
合
わ
せ　
教
育
委
員
会

（
弓
削
）
☎
７
７ｰ

２
２
０
７

※
申
込
用
紙
は
教
育
委
員
会

（
弓
削
）
ま
た
は
各
支
所
教
育

委
員
会
窓
口
へ

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

ス
ズ
メ
バ
チ
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

く
発
生
す
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。「
清
潔
な
環
境
で
の
調
理
」

「
素
早
い
調
理
」「
十
分
な
加
熱
、

低
温
で
の
保
存
」
を
心
が
け
、

集
団
食
中
毒
の
発
生
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ　

今
治
保
健

所
生
活
衛
生
課 

☎
０
８
９
８

ｰ

２
３ｰ

２
５
０
０（
代
）Fax　

０
８
９
８ｰ

２
３ｰ

２
５
３
１

９
月
は

集
団
食
中
毒
防
止
月
間

気
温
が
高
く
な
る
７
月
～
10
月

は
ス
ズ
メ
バ
チ
の
活
動
が
活
発
化

し
攻
撃
的
に
な
る
た
め
、
非
常
に

危
険
で
す
。
農
作
業
や
野
外
で

の
活
動
の
際
に
刺
さ
れ
な
い
よ
う

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ス
ズ
メ
バ
チ
は
、
軒
下
や
天

井
裏
、
生
垣
、
道
路
脇
の
木
な

ど
に
巣
を
つ
く
り
ま
す
。
何
匹

も
ハ
チ
が
飛
ん
で
い
る
場
合
は
、

近
く
に
巣
が
あ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
の
で
、
静
か
に
そ
の
場
か

上
島
町
教
育
委
員
会
で
は
、

小
・
中
学
校
の
教
育
活
動
を
支

援
し
て
い
た
だ
け
る
学
校
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
「
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

と
は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が

一
体
と
な
って
地
域
の
宝
で
あ
る

子
ど
も
た
ち
を
よ
り
よ
く
育
て

る
こ
と
を
め
ざ
す
制
度
で
、
皆

さ
ん
が
も
っ
て
い
る
特
技
や
知

識
、
経
験
を
教
育
の
現
場
に
生

か
し
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

成
長
の
手
助
け
を
し
て
い
た
だ
く

も
の
で
す
。

こ
の
学
校
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィア
に
登
録
い
た
だ
く
と
、各
学

校
が
実
施
し
よ
う
と
す
る
活
動

に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
登
録
者

に
支
援
依
頼
を
行
い
ま
す
。
支

援
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
学
校

と
活
動
日
時
・
場
所
・
内
容
を

確
認
し
た
上
で
、
活
動
の
支
援

を
行
って
下
さ
い
。

な
お
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
た
め

謝
礼
金
や
交
通
費
等
の
支
給
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
万
が
一
支
援

中
に
事
故
等
が
あ
っ
た
場
合
の

た
め
、
上
島
町
の
負
担
に
よ
り
、

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
」
に
加
入

ら
遠
ざ
か
り
ま
し
ょ
う
。黒
っ
ぽ

い
色
や
キ
ラ
キ
ラ
光
る
も
の（
洋

服・ア
ク
セ
サ
リ
ー
等
）、刺
激
の

強
い
匂
い（
香
水・化
粧
品
）は
ス

ズ
メ
バ
チ
を
興
奮
さ
せ
、攻
撃
の

標
的
と
認
識
さ
せ
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。

上
島
町
で
は
、
巣
の
撤
去
を

行
う
駆
除
業
者
の
紹
介
や
、
駆

除
の
際
に
身
体
を
護
る
専
用
の

防
護
服
を
無
料
で
貸
出
し
て
い

ま
す
。
お
困
り
の
際
は
生
活
環

境
課
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
弓
削
生
活
環

境
課
☎
７
７ｰ

４
５
４
５
／
生

名
住
民
課
☎
７
６ｰ

３
０
０
０

／
岩
城
住
民
課
☎
７
５ｰ

２
５
０
０
／
魚
島
住
民
福
祉
課

☎
７
８ｰ

０
０
１
１

　
毎
年
９
月
は
、
敬
老
会
、
運

動
会
な
ど
集
団
で
飲
食
す
る
機

会
が
多
く
、
ま
た
、
夏
場
の
酷

暑
で
抵
抗
力
が
減
少
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
集
団
食
中
毒
が
多

え
ひ
め
技
能
フ
ェ
ア
２
０
１
８　

IN
新
居
浜

　

県
内
も
の
づ
く
り
職
人
が
大

集
合
！
も
の
づ
く
り
体
験
教
室

や
製
作
実
演
、
お
仕
事
紹
介
、

技
能
士
作
品
展
示
な
ど
。
熟
練

の
技
に
直
接
触
れ
る
チ
ャ
ン
ス
で

す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
日
時　
9
月
9
日(

日)　
午

前
10
時
〜
午
後
４
時

●
場
所　
新
居
浜
市
山
根
公
園

（
新
居
浜
市
角
野
新
田
）

●
内
容

○
も
の
づ
く
り
体
験
教
室

 

・
光
る
ド
ロ
団
子
づ
く
り

 

・
丸
太
切
り
競
争

 

・
万
華
鏡
づ
く
り

 

・
ク
レ
ー
プ
づ
く
り

 

・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験 

な
ど

※
当
日
要
受
付
、数
に
限
り
あ
り

○
制
作
実
演

 

・
フ
ラ
ワ
ー
装
飾

 

・
氷
彫
刻
実
演

 

・
ロ
ボ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

 

・
ト
ラ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン　
な
ど

○
展
示

 

・
熟
練
技
能
士
作
品

 

・
パ
ネ
ル
展
示　
な
ど

○
展
示
体
験

 

・
県
立
高
等
技
術
専
門
校
訓
練

生
制
作
機
械
操
作
体
験

 

・
は
た
ら
く
ク
ル
マ
整
備
体
験

●
問
い
合
わ
せ　
愛
媛
県
経
済

労
働
部
産
業
雇
用
局
労
政
雇
用

課　
職
業
能
力
開
発
グ
ル
ー
プ

☎︎
０
８
９–

９
１
２–

２
５
０
４
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お知らせ

●
相
談
内
容　
相
続
に
関
す
る

登
記
に
つ
い
て
の
相
談
や
人
権

問
題
な
ど
法
務
局
に
お
い
て
取

り
扱
う
事
務
全
般
に
関
す
る
相

談
、
遺
言
お
よ
び
公
正
証
書
に

関
す
る
相
談
、
土
地
の
境
界
に

関
す
る
相
談
（
無
料
、
秘
密
厳

守
）

●
日
時　
10
月
７
日
（
日
）
10

時
〜
15
時

●
場
所　
松
山
地
方
法
務
局
６

全
国
一
斉
！

法
務
局
休
日
相
談
所
開
設

10
月
１
日
（
月
）
か
ら
７
日

（
日
）
は
「
公
証
週
間
」
で
す
。

公
証
役
場
で
は
、
当
事
者
の

依
頼
に
よ
り
、
①
公
正
証
書
の

作
成
②
私
署
証
書
や
会
社
等
の

定
款
に
対
す
る
認
証
の
付
与
③

私
署
証
書
に
対
す
る
確
定
日
付

の
付
与
な
ど
の
事
務
を
行
って
い

ま
す
。

公
正
証
書
は
、
法
律
の
専
門

家
で
あ
る
公
証
人
が
作
成
す
る

公
文
書
で
あ
り
高
い
証
明
力
が

あ
り
ま
す
。
法
律
行
為
の
確
実

遺
言
や
大
切
な
契
約
を

公
正
証
書
が
守
り
ま
す

を
期
す
た
め
に
は
、
公
正
証
書

を
作
成
し
た
り
、
認
証
を
受
け

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

公
証
役
場
で
は
、
公
証
週
間

中
、
電
話
に
よ
る
相
談
を
実
施

し
て
お
り
、
相
談
は
無
料
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
今
治
公
証
役

場
☎
０
８
９
８ｰ

２
３ｰ

２
７

７
８

階
共
用
会
議
室

●
相
談
担
当
者　

法
務
局
職

員
、
公
証
人
、
司
法
書
士
、
土

地
家
屋
調
査
士
、
人
権
擁
護
委

員●
そ
の
他　
相
談
は
原
則
事
前

予
約
制
で
す
。
予
約
な
し
で
の

ご
相
談
も
可
能
で
す
が
、
お
待

ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

予
約
受
付
は
、
９
月
10
日
〜
10

月
5
日
（
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
）

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ　
松
山

地
方
法
務
局
総
務
課
☎
０
８
９

ｰ

９
３
２ｰ

０
８
８
８

●
募
集
科
目　
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス

科
、
自
動
車
整
備
科
、
メ
タ
ル

技
術
科
（
高
等
学
校
卒
業
者
を

対
象
と
し
た
２
年
間
課
程
）

●
入
校
日　
平
成
31
年
４
月
10

日
（
水
）

●
願
書
受
付　
9
月
25
日
〜
10

月
19
日
必
着

●
選
考
試
験　
10
月
26
日（
金
）

●
合
格
発
表　
11
月
2
日(

金)

●
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求

愛
媛
県
立
新
居
浜
高
等
技
術
専

門
校　

〒
７
９
２–

０
０
６
０　

新
居
浜
市
大
生
院
１
２
３
３-

２

☎︎
０
８
９
７–

４
３–

４
１
２
３

Fax
０
８
９
７–

４
１–

９
８
８
０

平
成
31
年
度
入
校
選
考

　
（
前
期
募
集
）
の
ご
案
内

県
立
新
居
浜
高
等
技
術
専
門
校

へ
の
支
援
に
使
わ
れ
ま
す
。
詳

し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
愛
媛
県
受
付
口
座
】

・
口
座
名
「
愛
媛
県
豪
雨
災
害

義
援
金
」（
エ
ヒ
メ
ケ
ン
ゴ
ウ

ウ
サ
イ
ガ
イ
ギ
エ
ン
キ
ン
）

●
伊
予
銀
行　
愛
媛
県
庁
支
店　

普
通
預
金　
１
７
６
９
８
２
８

●
愛
媛
銀
行　
県
庁
支
店　
普

通
預
金　
５
３
５
９
５
３
２

●
愛
媛
県
信
用
農
業
協
同
組
合

連
合
会　
愛
媛
県
庁
支
店　
普

通
預
金　
０
０
０
３
０
１
２

●
愛
媛
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
Q
R
コ
ー
ド

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害

（
西
日
本
豪
雨
）
に
係
る
義

援
金
の
募
集

　
愛
媛
県
、
愛
媛
県
共
同
募
金

会
、
日
本
赤
十
字
社
愛
媛
県
支

部
で
は
、
こ
の
度
の
豪
雨
に
よ

り
被
災
さ
れ
た
方
々
を
支
援
す

る
た
め
の
専
用
口
座
を
設
置
し

ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
の
義
援

金
は
、
市
町
を
通
じ
て
被
災
者
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島々の話題

7/28 西部サンセットビーチライブ

　7月28日(土)、岩城地区西部海岸において、岩城
洋楽部による西部サンセットビーチライブが開催されま
した。
　町内でも屈指の美しさの西部海岸をバックに、一日
限りのステージが設営され、町内外から多数の出演が
あり、バラエティに富んだ演奏に来場者は夏の宵のひと
時を楽しんでいました。

８/14  和気あいあい交流
　　ふるさとソフト８/13  世代を超えて親睦を深める

弓削OBサッカーフェスティバル

　8月13日（月）、弓削小・中グラウンドにおいて、第
21回弓削OBサッカーフェスティバルが開催されました。
　参加者は、学生時代のように一生懸命ボールを追い
かけ、好プレーや珍プレーを楽しみながら、気持ちの良
い汗を流していました。
　試合後には懇親会が行われ、思い出話や近況に花
を咲かせていました。

　8月14日(火)、弓削
体育館において恒例の
第42回ふるさとソフト
が開催されました。
　ソフトボールで始まっ
たこのイベントも今やミニ

1

バレーに形を変え女性も参加しやすくなりました。同期で
チームを組んだ参加者は和気あいあいとプレーを楽しみ
ました。試合後には会場を移して親睦会が行われ、先輩、
後輩を問わず、久しぶりの再会で盛り上がりました。

8/14 白球通じ交流はかる
　　　いわぎ野球大会

　8月14日(火)、岩城総合運動場野球場において、
第63回上島町いわぎ野球大会が開催されました。
　お盆の恒例行事であり、このためだけに岩城に帰省
する方もいます。今年も中学生から50代の選手が入り
交じり、４チームによる熱戦を繰り広げました。時に真
剣に、時に和気あいあいとプレーする姿に観客からも大
きな声援が送られる中、選手らは交流を深めました。
　優勝：海原・東・西チーム
　準優勝：谷・浜・西部チーム
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島々の話題

８/4 栄冠目指して息を合わせる
ゆげシーサイドフェスティバル

８/4 風を受けて気分爽快
　　ヨット体験乗船会

　８月４日 ( 土 )、ゆげ海の駅において、ヨット体
験乗船が行われました。
　この乗船会は、ゆげ海の駅を利用しているヨット
愛好家のご厚意によるもので、ヨットの楽しさを知
ってもらうとともに、地域住民との交流を図ること
を目的として行われています。当日は、町内外約
35 人の乗船参加者が、ヨット 10 艇の協力により、
セーリングと交流を存分に楽しみました。
　ヨット愛好家の皆様、ご協力いただきましてあり
がとうございました。

　8月5日(日)、弓削松原海水浴場において、
第21回ゆげシーサイドフェスティバルが開催
され、町内はもとより県外からも多数の参加
を集め、小学生による「さんま船レース」を
繰り広げました。
　今年は地元のYMGS（生名）が優勝した
のをはじめ、海賊をあしらったコスチュームで
雰囲気を盛り上げたチームなどもあり、応援
の保護者らも盛んに声援を送っていました。
最後まで笑顔で漕ぎ切った子、泣きべそをか
いてしまった子にも忘れられない夏の思い出に
なったようでした。

７/28 夏空の下、熱い戦い通じて交流
　　弓削招待サッカー大会

７月28日（土）、立石多目的グラウンドにおいて、弓削
サッカースポーツ少年団による「第40回弓削招待サッカー
大会」が開催され、県内外8チームによるＵ－１２・Ｕ－８
の試合が行われました。真夏日での試合でしたが、保護者
らの声援を受けて子どもたちは元気いっぱいにプレーして
いました。

弓削サッカースポーツ少年団は、明るく豊かで潤いのあ
る青少年の健全育成と地域の活性化を目指し、サッカー
を通じたふれあい・語り合いの中から、友情の輪が広がる
ことを願い活動しています。
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島々の話題島々の話題

8/2 地域の協力で笑顔溢れるイベントに
平成30年度海光園夏祭り

7月12日（木）に
弓削小学校で、また、
７月１３日（金）には
岩 城 小 学 校におい
て、租税教室が開催
されました。

これは、税金の大
切さを勉強することを目的に実施するもので、町税務
課の職員が講師を務め、小学校6年生を対象に行わ
れたものです。当日は、税金に関するクイズやDVD
鑑賞等を行い、授業を受けた児童は、税金を納付する
ことの重要性を学びました。

７/12 「税」の意義や役割正しく学ぶ
　　弓削小と岩城小で租税教室７/13

岩城小学校での様子

　8 月 1 日（水）、岩城総合
庁舎において上島町農林漁業
インターン事業の認定書の交
付が行われました。今回イン
ターンに認定されたのは、岩
城地区で農業研修を行う佐藤

８/1 上島町農業の担い手を目指して
　　　インターン認定書を交付

裕介さん、美和さんご夫婦です。これから農業の技
術や農家の知恵、島暮らしの醍醐味を習得して、将
来の地域を担う青いレモン農家になって頂きたいと
思います。皆さん応援よろしくお願いします。

＜佐藤裕介さんのコメント＞
「岩城島にしっかり根を張って、
二人で一歩ずつ頑張ります！」
＜佐藤美和さんのコメント＞

「レモンと言ったら“佐藤”
になれるよう、毎日コツコツ
頑張っていきます！」

西日本豪雨に伴う断水の影響で 2 週間の延期開催
となりましたが、昨年を上回る 300 名ほどの参加
がありました。
　昨年に引き続き、生名地区の婦人会、民生児童委
員協議会、青年会、弓削地区のボランティアグルー
プや太鼓グループなど、多くの地域の方々の協力が
あり、利用者と家族、そして地域との交流を深める
ことのできる夏祭りとなりました。
　まだまだ夏の暑さの残る午後６時、生名小学校５・
6 年生による若さ溢れる元気な踊りで幕を開けた夏祭
りは、焼きそばやかき氷などの屋台もあり、太鼓演奏
のほか、スイカ割り、盆踊り、ゲーム、花火などの催
しが次々と行われ、参加者は笑顔で楽しいひと時を
過ごしていました。今年は、生名小学校の児童や地
域貢献の一環でボランティアスタッフとして協力して
くれた弓削商船高専の学生の参加のおかげで、真夏
の夜のイベントがより一層盛り上がりました。
　今後も海光園では、地域に開かれた福祉施設となる
よう、各種行事等に積極的に取り組んでまいりますの
で、地域の皆さんのご理解とご協力をお願いします。

　好天に恵まれた 8
月 2 日（木）、上島
町特別養護老人ホー
ム海光園の芝生広場
において、「平成 30
年度海光園夏祭り」
を開催されました。

8/7
〜11

離島球児たちの甲子園
全国離島交流中学生野球大会

　8月7日から１１日にかけ
て、鹿児島県種子島で第
11回全国離島交流中学
生野球大会が行われ、全
国６都道県から２３チームが参加し、本町からも岩城中
学校野球部”KAMIJIMA”が参加しました。１回戦
は礼文ファイターズ(北海道)との対戦で6年ぶりの勝
利をあげましたが、続く2回戦では対馬ヤマネコボーイ
ズ(長崎)に敗れ、準々決勝進出とはなりませんでした。
とはいえ、野球をとおして全国の離島の仲間と交流でき
たことは、一生の記憶に残る思い出になったことでしょう。
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島々の話題島々の話題

8/8 　藤田勅弥氏に旭日単光章

　８月８日( 水 )、藤田勅弥氏（弓
削上弓削）が長年にわたる地方自
治に尽くされた功績が讃えられ旭日
単光章を受章されました。
　藤田氏は、昭和 50 年 7 月か
ら平成 16 年 9 月まで 8 期 29
年 2 ヶ月の永きにわたり弓削町
議会に席をおき、その間、議長、
副議長、各委員会委員を歴任さ

　このほど、上島町保健栄養
推進協議会 ( 愛称：ヘルスメ
イト ) 生名支部会員の田中保
子氏が、栄養関係功労者知事
表彰を受賞されました。旧生
名村保健栄養推進委員会設立
当初から現在まで、25 年に
わたる活動では、長年、リー
ダーとして会を牽引するとと

★ 「栄養関係功労者」知事表彰受賞‼
　 ヘルスメイト会員　田中保子氏

もに、地域に根差した健康づくりボランティア活動
を継続されています。今後も、町民や会員の健康づ
くりの模範としてのご活躍を期待しています。

れました。在職中は特に上下水道の整備や上島架橋計画
の推進に尽力され、社会環境が多様化する時代において
弓削町の発展に寄与されました。この度のご栄誉を心か
らお慶び申し上げます。

　８月７日（火）に、上島町の７つの小中学校の児童・生
徒と弓削高等学校の生徒が集まり、第７回上島町児童・
生徒会議（上島町子どもサミット）が開催されました。児
童・生徒28名が上島町いじめ撲滅アピール宣言を行った
後、各校のいじめ撲滅に向けての取組を情報交換し、生
名小学校の上島ポップコーンの会との交流取組や同会代
表、中川里香さんのお話を聞いて、話し合いました。

上島町いじめ撲滅アピール宣言

　私たちは、この上島町をだれもが安心して幸せに暮ら
せる町にするために、次の５つのことを誓います。
一、思いやりの心をもち、友達を大切にします。
一、すなおに「ありがとう」と「ごめんね」を言います。
一、自分がされていやなことは、絶対にしません。
一、みんなで、注意しやすい雰囲気を作ります。
一、いじめを許さない強い心をもちます。

　私たちは、この宣言を必ず実行し、愛であふれる上
島町を私たちの手で創っていきます。
　　平成３０年8月7日 上島町児童生徒会議

8/7
愛であふれる上島町を目指して
第7回上島町子どもサミット

　今日初めて会議に参加しました。各学校で取
り組んでいるいじめ防止の活動を詳しく知ること
ができてよかったです。私は、弓削小学校で行わ
れている「チャレンジ王国」や「誕生日給食」に
関心をもちました。それぞれみんなが、いじめが
なくなる、もしくは、発生しないよう努力してい
ることを知れて、うれしかったです。話し合い活
動でも、全員がしっかり考え、積極的に発表する
ことができていたと思います。また、中川さんの
お話を聞いて、私は様々な考えをもちました。ま
ず、自分から障がいや障がい者の方のことについ
て知ろうと思いました。知らないから接し方がわ
からない。そのとおりだと思います。自分から考
えの幅を広げていきたいです。次に、学んだこと
を友人、家族、地域の方々に伝えていこうと思い
ました。自分が知って、それで満足していけない
なと思いました。今日の話し合いのように、どん
なに小さなことでも、みんなで話し合って、心か
ら意見を深めていけばと思います。今日学んだこ
とを、この場だけで終わらせないように、これか
らも、自分から知ろうとして、それを伝えていき
ます。このような経験ができて本当によかったで
す。

【感想（中学生）】

自分

地域家庭

【生名小学校の発表】

上島ポップコーンの会
との交流を通して つながり
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戸籍だより 
※戸籍だよりは、上島町各総合支所窓口へ届け
出に来られた方で、掲載の了解をいただいた方
のみを掲載しています。掲載をご希望の方は、
上島町各総合支所住民課へご連絡下さい。
■弓削総合支所　住民課　 ☎0897-77-2503
■生名総合支所　住民課　 ☎0897-76-3000
■岩城総合支所　住民課　 ☎0897-75-2500
■魚島総合支所住民福祉課 ☎0897-78-0011

死 亡 ご冥福をお祈りいたします
林
はやし
野
の
タ
た け こ
ケ子	 ７月１日	 ９７歳（弓削）

安
やすかわ
川二

ふ み こ
三子	 ７月２日	 ９７歳（弓削）

梨
なし
木
き
　和

かずよし
嘉	 ７月19日	 ８０歳（弓削）

人口の動き 平成30年７月31日現在
※（　）は前月比です。

区分 男 女 合　計 世帯数

弓削 １, ６５９
（▲ 5）

１, ５７６
（▲ 1）

３, ２３５
（▲ 6）

１, ９３３
（▲ 9）

生名 ７１２
（▲ 3）

８４６
（▲ 5）

１, ５５８
（▲ 8）

８６０
（▲ 3）

岩城 １, １４２
（▲ 8）

９０８
（2）

２, ０５０
（▲６）

１, １４２
（▲６）

魚島 ９３
（▲ 1）

７９
（▲ 1）

１７２
（▲ 2）

１１５
（▲ 2）

合計 ３，６０６
（▲ 17）

３, ４０９
（▲ 5）

７，０１５
（▲ 22）

４, ０５０
（▲ 20）

出 生 おめでとうございます

婚 姻 いつまでもお幸せに

佐
さ
藤
とう
　裕

ゆうすけ
介（山形県）♥ 齋

さいとう
藤　美

み
和
わ
（福井県）

松
まつもと
本　卯

うの
羽
は
	 慎

しんたろう
太郎・雅

まさ
栄
え
	 （岩　城）

吉尾　雅紀	　金一封　ふるさと納税
山田　健太　金一封　ふるさと納税
吉田　幸子	　金一封　ふるさと納税
鷲見　伸清	　金一封　ふるさと納税
森谷　満　	　金一封　ふるさと納税
山形　壽生	　金一封　ふるさと納税
三徳電機株式会社	　10万円　町への支援
増成　祥昭	　金一封　一般行政のため

次の方に寄付をいただきました。紙上より厚くお
礼申し上げます。

■締切 ９月5日(水)
■投稿方法　次を各総合支所へ投
稿してください。
★赤ちゃんの顔写真１枚★①住所
②名前 ③性別 ④生年月日 ⑤保護
者名 ⑥電話番号 ⑦メッセージ

平成2 9 年1 0月生まれの赤ちゃん写真募集 

寄 付 
敬称略／７月31日までの受付

H A P P Y  B I R T H D A Y

１歳のお誕 生日おめでとう

9月15日生まれ
吉
よしひら

平 絢
あや  ね

音ちゃん（岩城）

みんなの癒し ♥　　
これからもたくさん食べて遊んで
大きくなってね 　♥　航＆明歩

MESSAGE

9月 3日生まれ
中
なかがわ

川 凛
りん

ちゃん（弓削）

お兄ちゃんとなかよく、のびの
び大きくなってね。　　　純江

MESSAGE
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行事カレンダー、戸籍だより

上島町9月行事カレンダー・潮汐表

○国民健康保険税第 3 期分
○後期高齢者医療保険料第３期分

今月の税金の納期限 
納期限までに必ず納めましょう 10/1（月）

12日（水）

インストラクター　西村すみれ

リラクゼーション講座

潮湯は、海水の特性（浮力・抵抗・成分等）を利用した全身浴・部分浴・体操・歩行等の運動浴治療法が
行える海水温浴施設です。定期的に健康講座を開催しております。ぜひ、ご参加ください！潮

しおのゆ

湯だより

※�当施設をご利用の際は、
　水着・水泳帽を着用してください。

夏の疲れを残さない ！?

19日（水）26日（水）

10：45 〜 11：30

水中歩行講座

インストラクター　西村すみれ

水の中でリラックスして気持ちを和らげます。
お仕事や家事でお疲れの方におすすめ ！?21日（金）

海水温浴施設 潮湯　☎74-0808

5日（水）

営 業 時 間　10:00 〜 20:00

10：45 〜 11：30

日 予　　　　　　定 潮 高　　潮 低　　潮
時刻 潮位 時刻 潮位 時刻 潮位 時刻 潮位

1日(土) 中 2:11 348 14:41 341 8:28 83 20:49 112
2日(日) 小 2:51 331 15:37 327 9:13 88 21:41 138
3日(月) 潮湯休館日

人権相談（せとうち交流館 9:00 〜12:00） 小 3:39 312 16:50 315 10:08 96 22:49 162

4日(火) スポレク体育館・岩城郷土館休館日 小 4:44 294 18:18 312 11:19 103 - -
5日(水) 潮湯水中歩行講座（10：45～11：30） 長 6:10 285 19:44 325 0:23 174 12:46 100
6日(木) 人権相談（３分団集会所  9:00 〜12:00） 若 7:35 293 20:53 348 2:00 166 14:09 83
7日(金) 中 8:46 314 21:47 372 3:11 142 15:14 59
8日(土) 生名地区敬老会（生名小屋内運動場11:00〜） 中 9:43 340 22:33 390 4:03 116 16:08 36
9日(日) 弓削地区地域ふれあい学習会（弓削体育館 9:20〜） 中 10:32 365 23:14 402 4:47 90 16:55 21

10日(月) 潮湯休館日 大 11:17 383 23:53 405 5:27 69 17:39 15

11日(火)
スポレク体育館・岩城郷土館休館日
魚島地区敬老会（魚島開発総合センター10:30）
人権相談（岩城コミュニティセンター10：00〜12：00）

大 12:00 394 - - 6:04 55 18:19 20

12日(水) 潮湯水中歩行講座（10：45～11：30）
行政相談（せとうち交流館10：00～12：00） 大 0:29 399 12:42 394 6:41 48 18:59 36

13日(木) 高井神地区敬老会 （高井神公民館10:30 〜） 大 1:05 386 13:23 384 7:18 50 19:39 61
14日(金) 弓削地区敬老会（弓削体育館11:00〜） 中 1:40 365 14:06 366 7:55 59 20:18 92
15日(土) 魚島大運動会 中 2:15 340 14:53 342 8:33 74 21:01 126
16日(日) いわぎ秋季大運動会 /潮湯敬老の日イベント(６５歳以上無料） 中 2:52 313 15:47 316 9:15 94 21:50 160
17日(月) 敬老の日　潮湯休館日 小 3:34 285 16:58 293 10:05 116 22:59 188
18日(火) スポレク体育館・岩城郷土館休館日 小 4:32 260 18:33 283 11:13 134 - -

19日(水) 潮湯水中歩行講座（10：45～11：30）
行政相談（３分団集会所10:00 〜12:00） 長 6:05 244 20:04 290 0:57 200 12:49 141

20日(木) 若 7:43 247 21:05 305 2:43 188 14:16 133
21日(金) 潮湯リラクゼーション講座（10：45～11：30） 中 8:50 263 21:45 320 3:35 169 15:14 118
22日(土) 中 9:35 283 22:17 333 4:08 150 15:55 102
23日(日) 秋分の日　生名秋季大運動会・弓削秋季大運動会 中 10:11 305 22:44 345 4:35 131 16:30 87
24日(月) 振替休日　潮湯休館日 大 10:43 326 23:10 354 4:59 112 17:01 76
25日(火) スポレク体育館・岩城郷土館休館日 大 11:15 346 23:36 361 5:24 93 17:31 67
26日(水) 潮湯水中歩行講座（10：45～11：30） 大 11:47 362 - - 5:49 76 18:02 64
27日(木) 大 0:03 364 12:21 373 6:16 62 18:35 67
28日(金) 中 0:33 363 12:58 377 6:47 52 19:10 76
29日(土) 岩城地区敬老会（岩城開発総合センター11:00〜） 中 1:05 356 13:38 373 7:21 48 19:48 92
30日(日) 中 1:40 343 14:24 361 7:59 52 20:32 114

※この潮汐表は、尾道港を基準港として計算した弓削港のものであり、（一財）日本水路協会発行潮汐表に基づいたものです。
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地区名 日　　時 場　　所

生名地区  ９月  ８日(土) 11:00〜 生名小学校
屋内運動場

魚島地区  ９月１１日(火) 10:30〜 魚島開発総合
センター

高井神地区  ９月１３日(木) 10:30〜 高井神公民館

弓削地区  ９月１４日(金) 11:00〜 弓削体育館

岩城地区  ９月２９日(土) 11:00〜 岩城開発総合
センター平成29年度弓削地区敬老会の様子

　高齢者の長寿をお祝いする「敬老会」を次のとお
り各地区で開催します。数え75歳以上の皆さん、ぜ
ひご来場のうえ、楽しいひと時をお過ごしください。　
●問い合わせ　健康推進課 ☎76 -3000

平成30年度　敬老会のご案内

ゆるきゃらグランプリ2018 投票受付中！

●ゆるキャラグランプリ公式サイト http://www.yurugp.jp/
●問い合わせ 上島町商工会青年部☎７５−３０７４

各端末から
公式サイト
にアクセス

ＩＤ登録
（初回のみ）

発行された
ＩＤで
ログイン

１日１回
投票が
できます

携帯・スマートフォン・
タブレットからはこちら

キビキビとしたボールボーイ　岩城中野球部 試合を盛り上げた弓削高吹奏楽部＆大人ブラバン

際どいクロスプレー、判定は？鋭いスイング　響く快音 ムチのようにしなる右腕

8月12日(日)、愛媛マンダリンパイレーツの公式
戦が生名スポレク公園野球場で行われ、３時間余り
の熱戦に、盛んな声援が送られていました。また、
中学生や高校生もボランティアで参加し、試合運営
や雰囲気づくりに陰で支えていました。


